
メディア向け IPファブリックの設定

この章では、メディアネットワーク用の IPファブリックを設定する方法について説明します。

• IPファブリックに必要なリーフスイッチの数とタイプの決定（1ページ）
• IPファブリックで達成可能なフロー数を決定します。（5ページ）

IPファブリックに必要なリーフスイッチの数とタイプの
決定

IPファブリックに必要なリーフスイッチの数とタイプは、ブロードキャストセンターのエン
ドポイントの数とタイプによって異なります。

必要なリーフスイッチの数を判断するには、次の手順に従ってください。

1. ブロードキャストセンターのエンドポイント（カメラ、マイクなど）の数を数えます（た
とえば、360の 10 Gbpsエンドポイントと 50の 40 Gbpsエンドポイント）。

2. ブロードキャストセンターのエンドポイントのタイプに基づいて、必要なリーフスイッ
チのタイプを決定します。

• 10Gbpsエンドポイントの場合、CiscoNexus 92160YC-X、93108TC-EX、93108TC-FX、
93216TC-FX2、93180YC-FX、または 93180YC-EXリーフスイッチを使用します。

• 25 Gbpsエンドポイントの場合、Cisco Nexus 93180YC-FX、93180YC-EX、
93240YC-FX2、または 93360YC-FX2リーフスイッチを使用します。

• 40Gbpsエンドポイントの場合、CiscoNexus 9272Q、9336C-FX2、9364C、または 9332C
リーフスイッチを使用します。

• 100 Gbpsエンドポイントの場合、Cisco Nexus 9236C、9336C-FX2、9364C、または
9332Cリーフスイッチを使用します。

3. 各リーフスイッチがサポートするエンドポイントとアップリンクの数に基づいて、必要な
リーフスイッチの数を決定します。
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次の表のアップリンクとダウンリンクの数は推奨値です。特定のポートをアップリンクまたは

ホスト側リンクとして使用するための技術的な制限はありません。

（注）

表 1 :リーフスイッチごとにサポートされるエンドポイントとアップリンク

アップリンク容量エンドポイントキャパシティレ

ポート

リーフスイッチ

10 x 100 Gbps (1000 Gbps)
アップリンク

25 x 40 GbpsエンドポイントCisco Nexus 9236Cスイッ
チ

36 x 40 Gbps（1440 Gbps）
アップリンク

36 x 40 GbpsエンドポイントCisco Nexus 9272Qスイッ
チ

4 x 100Gbps（400Gbps）アッ
プリンク

40 x 10 GbpsエンドポイントCisco Nexus 92160YC-Xス
イッチ

10 x 100 Gbps (1000 Gbps)
アップリンク

25 x 40 GbpsエンドポイントCisco Nexus 9336C-FX2ス
イッチ

2 x 100Gbps（200Gbps）アッ
プリンク

48 x 1Gbps/100Mbpsエンドポイ
ント

Cisco Nexus 9348GC-FXP
スイッチ

64 x 100 Gbps（6400 Gbps）
アップリンク

N/ACisco Nexus 9364Cスイッ
チ 1

6 x 100Gbps（600Gbps）アッ
プリンク

48 x 10 GbpsエンドポイントCisco Nexus 93108TC-EX
スイッチ

6 x 100Gbps（600Gbps）アッ
プリンク

48 x 1/10 GbpsエンドポイントCisco Nexus 93108TC-FX
スイッチ

4 x 100Gbps（400Gbps）アッ
プリンク

32 x 40 GbpsエンドポイントCisco Nexus 93180LC-EX
スイッチ

6 x 100Gbps（600Gbps）アッ
プリンク

48 x 10 GbpsエンドポイントCisco Nexus 93180YC-EX
スイッチ

6 x 100Gbps（600Gbps）アッ
プリンク

48 x 10/25 GbpsエンドポイントCisco Nexus 93180YC-FX
スイッチ

12 x 40/100 Gbps (1200 Gbps)
アップリンク

96 x 1/10 GbpsエンドポイントCisco Nexus 93216TC-FX2
スイッチ

12 x 100 Gbps（1200 Gbps）
アップリンク

48 x 10 GbpsエンドポイントCisco Nexus 93240YC-FX2
スイッチ
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アップリンク容量エンドポイントキャパシティレ

ポート

リーフスイッチ

12 x 40/100 Gbps (1200 Gbps)
アップリンク

96 x 10/25-GbpsエンドポイントCisco Nexus 93360YC-FX2
スイッチ

1 Cisco Nexus 9364Cスイッチはブレークアウトをサポートしていません。

次に例を示します。

• 360の 10 Gbpsエンドポイントの場合、各スイッチは最大 48の 10 Gbpsエンドポイン
トをサポートできるため、8つの Cisco Nexus 93180YC-EXリーフスイッチが必要で
す。

• 50の 40 Gbpsエンドポイントの場合、各スイッチは最大 25の 40 Gbpsエンドポイント
をサポートできるため、2つの Cisco Nexus 9236Cリーフスイッチが必要です。

4. （スパインスイッチに向かう）アップリンク帯域幅が（エンドポイントに向かう）ダウン
ストリーム帯域幅以上であることを確認してください。

1. 次の式を使用して、アップリンク帯域幅を決定します。

リーフ スイッチあたりのアップリンク容量 x リーフ スイッチの数 = アップリンク帯域幅

次に例を示します。

600 Gbps（各 Cisco Nexus 93180YC-EXスイッチのアップリンク容量）× 8つの Cisco
Nexus 93180YC-EXリーフスイッチ = 4800 Gbpsのアップリンク帯域幅。

1000 Gbps（各 Cisco Nexus 9236Cスイッチのアップリンク容量）× 2つの Cisco Nexus
9236Cリーフスイッチ = 2000 Gbpsのアップリンク帯域幅。

4800 Gbpsのアップリンク帯域幅 (8つの Cisco Nexus 93180YC-EXリーフスイッチの場
合) + 2000 Gbpsのアップリンク帯域幅 (2つの Cisco Nexus 9236Cリーフスイッチの場
合) = 6800 Gbpsの合計アップリンク帯域幅。

2. 次の式を使用して、ダウンストリーム帯域幅を決定します。

リーフ スイッチあたりのエンドポイント容量 x リーフ スイッチの数 = ダウンストリーム帯域幅

次に例を示します。

Cisco Nexus 93180YC-EXリーフスイッチごとに 48 x 10 Gbps (480 Gbpsエンドポイン
ト容量) x 8つのリーフスイッチ = 3840 Gbpsのダウンストリーム帯域幅。

Cisco Nexus 9236Cリーフスイッチごとに 25 x 40 Gbps (1000 Gbpsエンドポイント容量)
x 2つのリーフスイッチ = 2000 Gbpsのダウンストリーム帯域幅。

3840 Gbpsのダウンストリーム帯域幅 (8つの Cisco Nexus 93180YC-EXリーフスイッチ
の場合) + 2000Gbpsのダウンストリーム帯域幅 (2つのCiscoNexus 9236Cリーフスイッ
チの場合) = 5840 Gbpsの合計ダウンストリーム帯域幅。

5. アップリンク帯域幅の合計がダウンストリーム帯域幅の合計以上である場合、トポロジは
有効です。達成可能なフローの数を決定できるようになりました。アップリンク帯域幅が
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ダウンストリーム帯域幅より小さい場合は、アップストリーム帯域幅がダウンストリーム

帯域幅以上になるまでトポロジを修正します。

PIM双方向RP構成が利用可能なNBM帯域幅を利用するため、NBMフローは予想される
帯域幅をすべて利用することはできません。NBM帯域幅を増やすには、PIM双方向 RP
構成を削除します。

次のトポロジは、このセクションでの例を使用します。

次の図は、CiscoNexus 9508スパインスイッチとN9K-X9636C-Rラインカードを使用したトポ
ロジの例を示しています。
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IPファブリックで達成可能なフロー数を決定します。
次の式を使用して、IPファブリックで可能なフローの数を決定します。

総帯域幅 ÷ フロー サイズ = 達成可能なフローの数

フローサイズは設定可能であり、通常、ブロードキャストセンターで使用されるビデオテク

ノロジーのタイプに基づいています。

表 2 :ビデオテクノロジーあたりのフローサイズ

フローサイズテクノロジー

1.5 Gbps (1500 Mbps)HDビデオ

3Gbps（3000Mbps）3G HDビデオ

12 Gbps (12,000 Mbps)4Kウルトラ HDビデオ

48 Gbps (48,000 Mbps)8Kウルトラ HDビデオ

次に例を示します。

7200 Gbpsの合計帯域幅 ÷ 1.5 Gbpsフローサイズ (HDビデオの場合) = 4800の可能なフロー
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


